
〈

研
究

論

文

９
〉

カ
ン
ト
の
先
験
的
統
覚
(
d
i
e
　
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｚ
ｅ
n
d
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ａ
ｐ
ｐ
ｅ
r
z
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

と
唯
識
論
の
ア
ト
ラ
ヤ
識
(
a
l
a
y
a
-
v
i
j
n
a
n
a
）
に
つ
い
て

中
橋
健
二

唯

識

論

の

三

界

唯

識

、

影

像

門

・

縁

起

門

・

三

性

門

唯

識

等

の

思

想

と

カ

ン
ト
（
Ｉ
ｍ
ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｅ
ｌ
　
Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
,
　
１
７
２
４
-
１
８
０
４
」
の
先
験
的
観
念
論
や
認
識
論
的
主
観

主

義

の

思

想

と

の

比

較

は

、

両

者

が

意

識

の

主

体

的

省

察

の

方

法

に

お

い

で

極
め
て
類
似
的
で
あ
る
た
め
に
、
我
々
の
意
識
構
造
を
究
明
し
て
ゆ
く
上
で

重
要
な
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
・
世
親
（
Ｖ
ａ
ｓ
ｕ
ｂ
ａ
ｎ
-

ｄ
ｈ
ｕ
,
　
ｃ
ａ

．

４
０
０
―
４
８
０
」
の
『
唯
識
三
十
頌
』
（
Ｔ
 
ｒ
i
m
-
ｓ
ｉ
ｋ
ａ
-
ｖ
ｉ
ｊ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
-
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
）

と
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
（
Ｋ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｋ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
　
V
ｅ
ｒ
ｎ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
,
　
Ａ
．

Ａ
ｕ
ｆ
ｌ

．

１
７
８
１
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
覚
の
構
造
を
比
較
す
る
た
め
に
、
ハ
イ
デ
ッ

ガ

ー

の

カ

ン

ト

解

釈

に

よ

る

意

識

の

超

越

構

造

を

基

軸

と

す

れ

ば

、

根

源

的

意
識
の
両
者
の
構
造
を
明
ら
か
ゆ
す
ぶ
こ
ど
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
唯
識
論

の
無
我
説
に
焦
点
を
あ
て
以
下
Ｑ
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
と
比
較
に
好
都
合
で

あ

る

。

一

「
実

に

種

々
な

る
我

と
法

と

の
仮

説

起

る

と
も

、

そ

れ

は
識

の
転

変

に

於

い

て

な

り

。
」（

第
一
頌
）

世

親

の

『
唯

識

三

十

頌

』

で

は

、
「

世
間

と

聖

教

と

に

於

て

」
、
実

義

あ

る

も

の

と

し

て

我

々

の
外

に
我

と

法

と

が

仮

説

さ
れ

る

の

は
、

我

々

の
分

別

に

よ

る

の
で

あ

っ
て

、

実

は
仮

説

せ

ら

れ

る

根

拠

は

、「

識

の

転

変
」
ｖ
ｉｊｎ
ａ
ｎ
ａ

-
ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ａ
　
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仮
説
ｕ
ｐ
ａ
ｃ
ａ
ｒ
ａ
と
は
、
施

設

と
言

説

と
同

義

異

語

に

属

し
、

思
慮

・
言

詮

の
意

味

で

あ

る

。

安

慧

に

よ

れ

ば
、

識

の

所

取

分

に

於

て

の

み

こ

れ
ら

の
仮

説

が
生

じ

る
の

で

あ

る

。

我
の
仮
説
と
は
、
我
・
命
者
・
生
者
・
意
生
・
儒
童
等
で
あ
り
、
法
の
仮

説
は
、
諸

薀
・
諸
界
・
諸
処
・
色
・
受
・
想
・
諸
行
・
識

等
で
あ
る
。
識

の

転
変
の
外

に
は
我

と
諸
法
と
は
有
で
は
な
い
。
故

に
、
我

と
法
と
の
仮
説

に



は
実
義
の
境
は
な
い
、
と
説
く
。
転
変
と
は
意
識
の
変
異
性
の
こ
と
で
あ
り
、

「

因

の
刹

那

と

は
相

の
異

な

る
果

が

自
体

を

得

る

こ

と
」

で

あ

る

。

こ
の

転

変

の
中

で

、

我

等

と
分

別

す

る
こ

と

の
習

気

が
増

長

す

る

た

め
に

、

ア

ー
ラ

ヤ

識
ａ
ｌａ
ｙ
ａ
-ｖ
ｉｊｎ
ａ
ｎ
ａ

よ
り

、

我
等

と

し

て

顕

現

し
、

ま

た
色

等

と

し

て

顕

現

す

る
分

別

が

生
起

す

る
。

こ

の

よ

う

に
顕

現

せ

る
も

の

を
、

我

々

が
分

別

に

よ

り

外

に

あ

る
も

の

の
如

く

執

す

る

た

め

に
、

我

等

の
仮

説

や

色

等

の
法

の

仮
説

と
が
無
始
事
来
起
る

の
で
あ

る
。
識
（

＝
能

識
）
自
体
に
於
て
も
、
外

に

於
て
も
我
と
法
と
は
無
で
あ
る
故
に
、
我
と
法
と
は
遍
計
所
執
に
す
ぎ
な
に
。

－

『
三

十

頌

』

で

は

、

こ

の
よ

う

に

し

て

唯

識

無

境

が
立

証

せ

ら

れ

て

ゆ

き

、

識

の

転

変

そ

の

も

の

は

有

で

あ

る

こ

と

の
み

が
認

容

せ

ら

れ

る

。

識

は

縁

已

生

起

な

る
故

に

実
物

と

し

て

は

有

で

あ

る

と

す

る

。

そ

し

て

コ
ニ

転

変

」

が

論

ぜ

ら

れ
、

一
切

存

在

の

根

拠

が

根

源

識

で

あ

る
ア

ー
ラ

ヤ

識

に
帰

せ

ら

れ

て

ゆ

く
。

カ

ン

ト

の

『
批
判

』

の

「

誤

謬

推

理

論

」
Ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｌｏ
ｇ
ｉｓ
ｍ
ｅ
ｎ

も

、

心

（
霊

Ｓ
ｅ
ｅ
ｌｅ
）

や

自

我

Ｉｃ
ｈ

を
実

体

視

し

て

し

ま

う

我

々
人

間

存

在

の
根

本

的

錯

誤

を

論

じ

て

い

る

。

そ
れ

は
、

思

惟

的

主

観

の

絶

対

的

統

一

の

理

念

を
対

象

と

す

る
合

理

的

心
理

学

の
命

題

の

批
判

で

あ

る

。

心

に

つ
い

て

の

実

体

Ｓ
ｕ
ｂ
-

ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｚ
の
定
義
か
ら
推
論
を
始
め
て
、
思
惟
す
る
存
在
者
と
し
て
の
我
ｌ
ｃ
ｈ
,

ａ
ｌｓ
　ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
　
W
eｓ
ｅ
ｎ
　
＆

、

私

の
す

べ
て

の
可

能

的
判

断

の
絶

対

的

主

語

で

あ

る

か

ら

、

我

は

思

惟

体

と

し

て

の
実

体

で

あ

る
、

と
推

論

し

て

し

ま

う

。

「

思

惟

す

る
存

在

者

」

と

「
絶

対

的

主

語

」

と

を
す

り

替

え

る
媒

概

念

曖

昧

の

虚

偽

の

推

論

で

あ

る
。

こ

の
推

論

は
、

思

考

の
恒

常

不

易

の
論

理

的

主

体

〔
純

粋

統

覚

〕

を
内

属

の

実

在

的

主

体

の

認

識

と

誤
謬

推

理

す

る

の

で

あ

る

。

「
自

我

と

い

う

こ

の

表

象

は

す

べ
て

の

思
考

の

さ
い

に

く
り

返

し

あ

ら

わ

れ

る
と

い

う

こ

と

は

、

な

る

ほ

ど

知

覚

さ

れ

さ
え

す

る

が
、

し

か

し

、

こ

の

表

象

は

、

思

想

（
変

易

す

る

も

の

と

し

て

の
）

が
そ

こ

で

転

変

す

る
不

変
不

動

の
直

観

で

あ

る

と

い

う

こ

と

は

、

知

覚

さ

れ
え

な
い

。
」（
Ａ

．
３
５
０
）
「

我

思

惟

す

」
"
Ｉｃ
ｈ
　
ｄｅ
ｎ
ｋ
ｅ

． ”

と

い

う

命

題

に

私

の
現

存

在

Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉｎ

が

含

ま

れ

て

い

る
、

と

い

う

の

は

、
「
私

は
思

惟

し

つ

つ
実

存

す

る
」

ｅ
ｘ
ｉｓ
ｔ
ｉｅ
ｒ
ｅ
　
ｄｅ
ｎ

ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
．
”
と
同
じ
経
験
的
命
題
で
あ
る
。
（
Ｂ
．
４
２
０
）
　
こ
の
実
存
的
命
題
に
は

未
限

定

の

経

験

的
直

観

、
実

在

的

な

或

る
も

の
、

す

な

わ

ち
知

覚

が
含

ま

れ

て

い

る

。

し

か
し

、
"
Ｉｃ
ｈ
　
ｄｅ
ｎ
ｋ
ｅ

． ”

が

経

験

的

命

題

で

あ

る

と
し

て

も

、

自

我

Ｉｃ
ｈ

と

い

う

表

象

は

純

粋

に

知

的

で

あ

っ

て

、
何

ら

か

の

経

験

的

表

象

な

し

に

は

、

こ

の

我

思

惟

す

と

い
う

作

用

は

生

じ

な

い
。

「
自

己

認

識

」

Ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
ｔｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔｎ
ｉｓ

の

た
め

に

は

、

何

ら

か

の

実

在
的

な

表

象

が

必
要

な

の

で
あ
る
。
（
Ｂ
．
４
２
３
）
と
カ
ン
ト
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。

唯

識

論

の
第

七

未

那

識

は
、

第

八

識

の
ア

ー

ラ

ヤ

識

を
所

依

と

し
、

こ

れ

に
依

止

し

て

、

こ

れ

の
見

分

を
所

縁

と
し

て

我

執

を

起
す

。
ア

ー
ラ

ヤ
識

を

常

一
主

宰

の
自

我

と

し

て

有

身

見

を
起

す

の

で

あ

る

。
恒

統

不

断

に
活

動

す

る
仮
我

を
自
己
の
生
命

の
本
質

と
見
ず
、
実
体
的
に
こ
れ
を
把
え
て
し
ま
う

こ
の
思
量
識
の
事
情
も
、
カ
ン
ト
の
誤
謬
推
理
論
の
場
合
と
共
通
す
る
も
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
け
だ
し
、
我
々
人
間
存
在
は
仮
象

に
偽
瞞

さ
れ
易
い

存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。



二

「

か

の

転

変

は

三

種

な
り

。
」

と

『
三

十

頌
』

第

一

頌

で
述

べ
た

あ

と

、

第

二

頌
で

、

こ

の

三

転
変

は
、
「

異

熟

ｖ
ｉｐ
ａ
ｋ
ａ

と

思

量

ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
　
と

名

づ

け

ら

る

る
も

の

と

、

境

の

了

別

ｖ
ｉｓ
ｙ
ａ
ｓｙ
ａ
-ｖ
ｉ
ｊｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
と

な
り

」

と

説

き

、

三

転

変

の
具

体

論

が

展

開

さ

れ

て

ゆ
く

。
安

慧

は
、

転

変

の
概

念

を

、
因

転

変

と

果

転
変

と

に
区

別

し

て

い

る

。
因

転
変

と

は
、
「
阿

頼

耶
識

中

に

異

熟

と

等

流

と

の
習

気

を

増

長
す

る

こ

と

」

で
あ

り

、

果

転

変

と

は
、
。「

等

流

習

気

が
働

い

て
転

識

と
染

汚

意

と

が

阿

頼

耶
識

か

ら
現

成

す

る

こ

と
」
及

び
「
異

熟

習

気

が
働

い

て

過

去

の
業

の

力

が
円

満
す

る
時

に
、

他

の

衆
同

分

中

に

阿

頼

耶
識
が
現
成
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
果
転
変
の
う
ち
、
等
流
習
気
に

よ
る
諸
転
識
の
現
成
が
三
転
変
で
あ
る
。
異
熟
識
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
ａ
ｌ
ａ
ｙ
ａ
-

ｖ
ｉ
ｊ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
、
思
量
識
は
未
那
識
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
、
了
別
境
識
は
第
六
意
識
∃
ａ
ｎ
ｏ
-

ｖ
ｉｊｒ
ｉａ
ｎ
ａ

及

び
前

五
識

ｐ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
-ｖ
ｉ
ｊｎ
ａ
ｎ
ａ

で

あ

る
。

識

の
転

変

が
分

別

ｖ
ｉｋ
ａ
ｌｐ
ａ

を
生

じ

、

こ

の
分

別

せ

ら

れ

た
も

の

が
、

有

根

身

で
あ

り

、

器
世

間

で

あ
り

、

三
界

や
十

二
処

十

八

界

、

一

切

の

我

法

の

仮

説

を
形

成

し

て

ゆ

く

。

し

か

し
、

こ

の

虚
妄

分

別

ａ
ｂ
ｈ
ｕ
ｔａ
-ｐ
ａ
ｒ
ｉｋ
ａ
ｌｐ

ａ

の

世

界

は

仮
象

の
世

界

で

あ

る

。

ア

ー

ラ

ヤ

識

を
根

源

識

と

し

て

、

こ

の

初

能

変

に

も

と

づ

い
て

、

他

の

識

も

転

変

し

分
別

に
よ

る

世
界

が

産

出

さ

れ

る

。

諸
識
は
、
「
か
く
の
如
く
か
く
の
如
く
相
互
の
力
に
よ
り
て
転
変
す
る
」
（
第

十
八
頌
）

の

で
あ

る

。
ア

ー

ラ

ヤ

識

は
異

熟
識

で
あ

り

、

一
切

種

子

識

と

云

わ

れ

る

。
「
阿

頼

耶
識

三

相

説

」

は
明

ら

か

に
、

輪

廻

の
主

体

で
あ

り
・
自

我

主
体
の
根
源
識
で

あ
る
こ
の
第
八
識
に
時
間

的
性
格
を
見
出
し
て

い
る
。
阿

頼
耶

ａ
ｉａ
ｙ
ａ

と
い
う
呼
称
は
、「
住

処
」
と
か
「
蔵
」

を

意
味
す

る
第
八
識

の
自
相
を
示
す
。
こ
の
識
に
は
一
切
諸
法
の
原
因
と
な
る
種
子
b
i
j
a
が
潜
在

余
力

と
し
て
貯

え
ら
れ
、
未
来

の
原
因
と
な
る
因

相
の
呼

称
で
あ

る
。
異
熟

識

は
過
去

の
業

に
よ
り

も
た
ら

さ
れ
た
識
で
あ
る
か
ら
果

相
を
示
す
。
自
我

主
体
、
根
源

的
意
識
、
生
命
的
根
源
体
と
目
さ
れ
る
ア

ー
ラ
ヤ
識
は
過
去
・

現
在
・
未

来
の
三
相
に
関
係
し
、
意
識
の
統
一
体
と
し
て
過
去

と
未
来
と
を

内

に
二
契
機

と
し
て
含
み
な
が
ら
、
恒
続
転
変
し
つ
づ
け
る
。
業

の
気
分
に

し

て
黒
習

に
成

ぜ
ら
れ
た
習
気

ｖ
ａ
ｓａ
ｎ
ａ

は
、
第
八
識
中

に
名
言
種
子
・
業

種
子
と
し
て
所
蔵

さ
れ
る
。
名
言
種
子
は
諸
現
象
を
生

む
親
因

縁
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
業
種
子

は
こ

の
異
熟
無
記
の
名
言

種
子
の
増
上

縁
と
な
り
、
未

来
の
他

の
異

熟
を
生
じ

る
時
に
働
く
。

こ
の

一
切
種
子

識
は
現
行
識

と
し
て
、
種
子
か
ら
一
切

諸
法

を
生
ず
る
種

子

生
現

行
と
、
名

言
種
子
が
七

識
中
の
善
と
悪
と
無
記
と
に
よ
り
風
習
せ
ら

れ
、
増

長
さ
れ
、
業
種
子
は
六

識
中
の
有
漏
の
善
と
悪
と
に
よ
り
風
習

さ
れ

る
現
行
風

種
子

の
二
過
程
の
関
係
が
刹
那
刹
那
維
持
さ
れ
、
種
子
が
種
子
を

第
八
識
中

に
於

て
自
類
相
続
さ
せ
て
ゆ
く
種
子
生
種
子

の
過
程
が
同
時

に
行

わ
れ
る
。（
三
法
展

転
因

果
同

時
）
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
こ
れ
ら
の
過

程
を
持
続
し

な

が
ら

、
「

而

し

て

、

彼

は
流

れ
て

起

る

暴

流

ａ
ｕ
ｇ
ｈ
ａ

の
如

し

。
」
（

第
四
頌
）

と

頌

に

あ

る
様

に

、
我

々

の
意

識

の
根

底

に

於

て

、
ま

た

輪
廻

の
あ

ら

ん

限

り

随

起

す

る

の
で

あ

る

。
ア

ー
ラ

ヤ

識

が

、
暴

流

が
草

や
木

片

や
牛

糞

等

を

運

び
つ

つ

去

る

如

く

相

続
不

断

に

流

れ

て

生

起
す

る

、

と

安
慧

は
説

い

て

い



る
。
流
れ
ｓ
ｒ
ｏ
ｔ
ａ
ｓ
ａ
と
は
、
「
因
果
が
間
断
な
く
相
続
し
て
生
起
す
る
こ
と
」

で
あ

る
。
安

慧
は
、
ア

ー
ラ

ヤ
識
が
常
な
る
か
、
無
常
な
る
か
と
問
い
、
同

一
に
し
て
異
な
る
こ
と
な
く
随
起
し
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
『
成
唯
識
論
』

で

は
、

こ
れ
を
「
恒

転
如

暴
流
」
と
訳
し
、
護
法
が
「

恒
転
の
故
に
断
に
も

あ
ら

ず
常
に
も
あ
ら

ず
」

と
解
釈
し
て
い
る
。

三

カ

ン

ト

の

『

批

判

』

第

一

版

の

「

演

繹

論

」

ｄ

ｉｅ

　

ｔ
ｒ
ａ
ｎ

ｓ
ｚ
ｅ
ｎ

ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
ａ

ｌｅ

　
Ｅ
）
ｅ
-

ｄ
ｕ
ｋ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
に
も
、
・
意
識
の
主
体
的
省
察
の
意
味
で
、
三
転
変
に
類
似
的
な

「

三

様

の

綜

合

」

ｄ

ｉｅ

　
ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
ｆ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ

　
Ｓ
ｙ

ｎ

ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ

が

あ

る

。

『

批

判

』

の

課

題

は

、

い

か

に

し

て

先

天

的

綜

合

判

断

は

可

能

で

あ

る

か

、

で

あ

る

が

、

演

繹

論

は

、

こ

れ

に

関

連

し

て

、

い

か

に

し

て

範

疇

Ｋ

ａ
ｔ
ｅ
ｇ

ｏ
ｒ
ｉｅ

が

対

象

に

適

用

さ

れ

う

る

か

、

認

識

成

立

の

だ

め

の

制

約

は

何

か

、

を

究

明

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

認

識

の

客

観

性
0
5

根

拠

は

、

し

か

し

、

か

え

っ

て

主

観

の

主

観

性

の

中

に

求

め

ら

れ

、

綜

合

判

断

の

三

様

相

で

あ

る

コ

ニ

様

の

綜

合

」

の

諸

形

式

に

客

観

的

認

識

の

諸

制

約

が

求

め

ら

れ

、

そ

の

究

極

的

根

拠

が

先

験

的

統

覚

ｄ
ｉｅ

ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｚ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
三
様
の
綜
合

は
、
（
１
）
直
観
に
お
け
る
覚
知
の
綜
合
Ｓ
ｙ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｐ
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｉ
ｎ

ｄ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｇ
’
　
（
２
）
構
想
力
に
お
け
る
再
生
の
綜
合
Ｓ
ｙ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ

Ｒ

ｅ
ｐ

ｒ
ｏ
ｄ
ｕ

ｋ
ｔ
ｉｏ
ｎ

　
ｉ
ｎ

　
ｄ
ｅ
ｒ

　
Ｅ

ｉｎ

ｂ
ｉ
ｌ
ｄ

ｕ
ｎ

ｇ
ｓ
ｋ
ｒ
ａ

ｆ
ｔ
’
　
ｃ
ｏ

概

念

に

お

け

る

再

認

の

綜

合

Ｓ
ｙ
ｎ

ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉｓ

　
ｄ
ｅ
ｒ

　

Ｒ

ｅ

ｋ
ｏ
ｇ

ｎ

ｉ
ｔ
ｉｏ
ｎ

　

ｉ
ｎ

　

ｄ
ｅ
ｒ

　
Ｂ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｆ
ｆ
ｅ

（

Ａ

．
　９
８
-

Ａ

．
　Ｉ
ｌ
ｌ
）

で

あ

り

、

こ

の

三

綜

合

か

ら

必

然

的

に

三

つ

の

認

識

源

泉

が

導

か

れ

て

い

る

。

諸
認
識
源
泉
は
、
（
１
）
感
官
S
i
n
n
（
感
性
Ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
(
2
)
構
想
力
E
i
n

ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
’
　
（
３
）
統
覚
Ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
三
で
あ
る
。
こ
の
演
繹
論
は
、

『
批

判

』

の

第

一

版

と

第

二

版

と

で

は

論

述

の

仕

方

が

異

な

り

、

主

観

的

演

繹

と

客

観

的

演

繹

と

し

て

比

較

さ

れ

、

こ

れ

に

関

連

し

て

、

先

験

的

統

覚

の

概

念

の

性

格

づ

け

が

、

カ

ン

ト

解

釈

上

よ

く

問

題

と

さ

れ

て

い

る

。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
範
疇
の
演
繹
の
根
本
的
意
図
は
「
純
粋
綜
合
」
ｄ
ｉ
ｅ

ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｓ
ｙ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ
の
構
造
の
分
析
的
開
示
に
あ
る
と
し
て
、
第
一
版
の
演
繹

を
重
視
し
、
存
在
論
的
認
識
の
本
質
統
一
に
お
い
て
の
存
在
者
の
存
在
の
公

開
性
、
主
観
の
主
観
性
の
本
質
の
先
験
的
開
示
が
そ
の
意
図
で
あ
る
と
し
て
、

三

綜

合

を

分

析

し

、

い

ず

れ

の

綜

合

に

も

時

間

的

性

格

を

見

出

し

て

い

る

。

カ

ン

ト

は

、
「

感

性

と

悟

性

の

二

つ

の

極

は

、

構

想

力

の

こ

の

先

験

的

機

能

に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
Ａ
．
　
１
２
４
）
、
と
述
べ

る
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
覚
知
・
再
生
・
再
認
の
純
粋
綜
合
の
三
様
相
が

こ

の

様

な

先

験

的

構

想

力

の

根

源

的

時

間

に

よ

り

根

を

一

に

し

て

い

る

、

と

解

釈

す

る

。

か

く

の

如

く

時

間

の

中

に

、

根

源

的

時

間

と

し

て

根

差

す

こ

と

が
、

先

験

的

構

想

力

が
」

般

に

超

越

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｚ
ｅ
ｎ
ｄｅ
ｎ
ｚ

の

根

元

で

あ

る

こ

と

の
理
由
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
綜
合
判
断
の
最
高
原
則
を
示
す
「
経
験
一
般
の

可
能
性
の
制
約
は
同
時
に
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
。
」
（
Ａ
．

１
５
８

．　Ｂ
．　１
９
７
）

と

い

う

命

題

も

、

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

は
、
「
経

験

一

般

の
可

能

性

の

制

約
」

と

「

対

象

の
可

能

性

の
制

約

」

と

の

間

の

「

同
時

に
」
ｚ
ｕ
ｇ
ｌｅ
ｉｃ
ｈ

が

「

超

越

の

全

構

造

の

本

質

統

一

」

を
示

す

、
と

解

釈

し

て

い

る

。
」

純

粋
直

観

の
中

に

お

い

て

直

観

さ

れ

た

も

の

の
全

体

性

は

、

形

象

を

与

え



る

構

想

の

中

で

予

め

把

握

さ

れ

た

統

一

で

あ

る

。

純

粋

な

概

観

Ｓ

ｙ

ｎ

ｏ

ｐ

ｓ

ｉｓ

は

先

験

的

構

想

力

に

よ

っ

て

の

み

可

能

で

あ

る

。

覚

知

綜

合

は

空

間

時

間

の

形

式

に

お

い

て

、

予

め

純

粋

な

形

象

を

与

え

、

こ

れ

を

概

観

す

る

。

概

観

と

悟

性

綜

合

と

の

根

源

が

先

験

的

構

想

力

で

あ

る

。

覚

知

綜

合

に

ぼ

不

可

分

離

的

に

再

生

綜

合

が

結

合

す

る

。

再

生

綜

合

は

連

合

律

に

従

い

経

験

的

で

あ

る

が

、

こ

れ

を

可

能

な

ら

し

む

る

も

の

は

、

産

出

的

構

想

力

で

あ

る

。

カ

ン

ト

は

こ

の

あ

ら

ゆ

る

認

識

の

根

底

に

先

天

的

に

横

た

わ

る

能

力

を

、

「

人

間

の

心

霊

の

根

本

能

力

」

（

Ａ

．
　１
２

４
）

と

呼

ん

だ

Ｊ

覚

知

綜

合

で

の

多

様

の

先

天

的

所

与

性

に

関

与

し

た

の

と

同

じ

先

験

的

構

想

力

の

作

用

で

あ

る

。

覚

知

、

再

生

綜

合

は

ま

た

第

三

の

統

覚

と

必

然

的

連

関

を

持

つ

。

多

様

が

直

観

さ

れ

、

再

生

さ

れ

、

「

一

つ

の

意

識

」

（

Ａ

．
　１

０
３

）

結

合

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

こ

の

根

源

的

な

先

験

的

制

約

は

、

先

験

的

統

覚

（

Ａ

． 　
１
０

７
）

ま

た

は

純

粋

統

覚

ｒ
ｅ

ｉｎ

ｅ

　
Ａ

ｐ

ｐ

ｅ

ｒ
ｚ
ｅ

ｐ

ｔ
ｉｏ

ｎ

（

Ａ

．
　１

１
７

）

で

あ

る

。

い

か

な

る

認

識

も

意

識

の

統

一

な

し

に

は

成

立

し

え

な

い

が

、

こ

の

統

一

を

与

え

る

「

純

粋

な

不

変

化

的

意

識

」

ｕ

ｒ
ｓ

ｐ

ｒ

ｉ
ｉ
ｎ

ｇ

ｌ
ｉｃ

ｈ
ｅ

「

　

ｕ

ｎ
w

ａ

ｎ

ｄ
ｅ

ｌ
ｂ

ａ

ｒ
ｅ

　

Ｂ

ｅ
w

ｕ

Ｇ

ｔ
ｓ
ｅ

ｉｒ
ｉ

（

Ａ

．
　１
０
７

）

が

先

験

的

統

覚

で

あ

る

。

主

体

の

自

己

活

動

性

の

意

味

で

、

カ

ン

ト

は

明

ら

か

に

統

覚

と

構

想

力

と

を

同

一

視

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

表

象

力

の

自

発

性

の

作

用

で

あ

る

構

想

力

が

、

「

我

思

惟

す

」
"

Ｉ
ｃ

ｈ

　
ｄ
ｅ

ｎ

ｋ

ｅ

”

を

伴

っ

て

い

る

の

で
あ
る
・
。
単
に
常
に
自
由
な
「
我
能
う
」
と
し
て
の
み
「
我
思
う
」
。
は
統
一

（
1
6

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

の

対

立

を

対

立

さ

せ

る

。

四

唯
識
論

の
第
七
未
那
識

は
、
恒
に
第
八

識
の
見
分

を
縁
じ

て
我
な
り
と
思

慮
度
量
を
す
る
識
で
あ

っ
た
。
「
彼
に
依
り
て

起
り
、
彼

を
所
縁
と
す

る

も

の

が
意
と
名

づ
け
ら
る
る
識
に
し
て
、
思
量
を
自
性
と
す

。」（
第
五
頌
）
と
あ

る
様
に
、
第
八
識
を
所
依
と
す
る
転
識
で
あ
り
、
無
始
よ
り
恒
に
間
断
あ
る

こ
と
な
く
第
八
識
に
我
執
す
る
恒
審
思
量
の
識
で
あ
る
。
ま

た
第
七
識
は
第

六
識
の
所
依
で
あ
り
、
不
共
の
倶
有
依
と
な
り

、
第

六
識
に
力

を
与
え
生
縁

と
な
る
。
能
遍
計
の
識
体

は
、
安

慧
で
は
、
有
漏

の
八
識
三
性
に
わ
た
り

皆

執

が
あ

る

と

さ

れ

、

前

五

識

と
第

八

識

は
法

執

、

第

七
識

は
我

執

、

第

六

識

は
我

法

二

執

に

通

じ

る

と

さ

れ

る

。

し

か

し

、
護

法

で

は
、

前

五

識

と

第
八

識

と

は

我

法

の

二

執

な

く

、
第

六

識

と
第

七

識

と

が

我
法

二

執

に

通

じ

る

と

さ

れ

て

い

る

。

第

七

識

は

、
「
有

覆

無

記

な

る

四

煩

悩

と
常

に
倶

な
り

」
（
第

六

頌
）
と
云

わ

れ

、

第

八

識

と

「
生

ま

る

る

処

の
そ

こ

に
属

す

る
も

の
」
（
第

七

頌
）
と

常

に

倶

な

る
も

の

で

あ

る

が

、
「

転
依

」
ａ
§
ｒ
ａ
ｙ
ａ
-ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｖ
ｒ
ｔ
ｔａ
ｈ
後

こ

の

識

が

存

在

す

る

の

か
否

か
が

問

題

と

さ

れ

る

。

頌

で
云

う

「
阿

羅

漢

」

「
滅

尽

定

」
「
出

世

間

道
」

に

於

て

な

し
（
第
七
頌
）
と

は

如

何

な

る
意

味

か
。

安

慧

は

、

こ

の

三

位

で

は

染

汚
意

は

起

ら

な

い

が

、

そ

こ

か

ら
出

た
畤

に

は

、

ま

た

阿

頼

耶

識

か

ら

染

汚

意

が

起

る

と
説

き

、

護

法

は
、

こ

の
三

位

で

は
染

汚

の

意

味

は

な

く

な

る

け

れ

ど
も

、

無

染

の
意

は
な

く

な

ら

な

い

、

と
説

い

て

い

る

。

安

慧

は

体

無

の

説

と
云

わ

れ

る
。

こ

の
識

は
生

執

と
の

み

相
応

し

て

、

法

執

に

は

相

応

せ

ず

、

無

漏

の

未
那

は
存

在

し

な

い
。

無

漏

の

未

那

あ



る
こ
と
な
く
、
染
汚
の
外
に
別
体
は
無
い
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
う

と
す
れ

ば
、
第

七
識
は
第
八
識
と
同

様
に
、
き

わ
め
て
形
而

上
学
的
な
自
我

と
云

う
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
第
七
・
八

識
に
つ
い
て

の
深

層
心
理
的
説
明

が

一

応
成

立
す
る

が
、
心
理
主
義

に
堕
し
え
な
い
所

に
、
や

は
り
唯
識
論
の
生

命

が
あ
る
と
見
る

べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
七
・
八
識

は
倶

に
常

行

の
識
で

あ
り

、
明
晰
に
そ
の
作
用

が
覚
知
し
え

ぬ
識
で
あ
る
。
元
来

、
第

七
識
は
第
八
識
か
ら
分
離
し
て
来

た
概
念
で
あ
り
、
ま

た
第
八

識
中

の
種
子

か
ら
生
じ
た
転
識
で
第
八
識

を
因

縁
依

と
す
る
こ

と
な

ど
か
ら

、こ

の
第
七
・

八

識
が
深
層
の
意
識
構
造

を
形

成
し
て

い
る
と
唯
識
論
で

考
え
ら

れ
て

い
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ま

た
転
依
以
後

に
は
、
第
八
識

の
さ
ら

に
根
底
に
真

空
妙
有
の
観
念

が
考
え
ら

れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う

に
見
て
く

る
と
、
唯

識

論

の

こ

の
第

七

・
八

識

は
、

カ

ン
ト

の
先

験

的

意

識

構

造

に

相

応

す

る

と

思

わ

れ

る
。

「
ま

た
彼

は
、

不

可

知

な

る

執

受

と

処

の
了

別

と

を

有

す

。
」（
第

三
頌
）
と

頌

に
あ

る

が
、

安

慧

は

こ

れ

に

註

釈

を

し

て

、
「
若

し

、
転

識

よ

り

別

に

阿

頼

耶

識

が
あ

る

と
す

れ

ば

、

そ

れ

の

所

縁

或

は

行

相

を

説

く

べ
き

で

あ

る

が
、
」

と

述

べ
、

そ

の
所

縁

と

行

相

と

は

「
不

可

知

な

も

の
」

で

あ

る
と

す

る
。

第

八

識

は
内

的

に

は

執

受

の

了

別

ｕ
ｐ
ａ
ｄ
ａ
ｎ
ａ
ｖ
ｉｊｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ

と

し

て

、
外

に

は
行

相

の
明

確

で

な

い

器

世

間

の

了

別

と

し

て

働

く

。
内

の

執

受

は

、

遍

計

所

執

性

に

執
着

す

る
習

気

と

有

所

依

の

根

と

色

と

名

と

で

あ

る

。

我

法

を

妄

分

別

し

た
習

気

と

こ

の

習

気

か

ら

我

法

の
妄

分

別

が
果

た
る

も

の
と

し

て

執

受

さ
れ

、

ま

た
身

と

根

の

色

と

名

と

が

ア

ー

ラ

ヤ

識

の
内

的

執

受

で

あ

り

、

行

相

の
明

確
で
な
い
器
世
間
を
所
縁
と
す
る
了
別
そ
の
も
の
も
不
可
知
で
あ
る
。
我
法

等

の

分

別

に

よ

る

習

気

が

執

受

さ

れ

る

が

、

「
明

晰

に

覚

受

せ

ら

れ

る

相

に

て

は

」

自

覚

さ

れ

な

い

の

で

あ

る

。

こ

の

執

受

ｕ
ｐ
ａ
ｄ
ｉ

は

現

量

ｐ
ｒ
ａ
ｔｙ
ａ
ｋ
ｓ
ａ

と

と

も

に

、

カ

ン

ト

の

図

式

機

能

を

思

わ

せ

る

。

こ
う
し
た
明
晰
に
覚
受
せ
ら
れ
な
い
相
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
も
同
様
に

表

現

さ

れ

て

い

る

。
「

こ

の

（

統

覚

の

統

一

の

）

意

識

は

し

ば

し

ば

微

弱

な

も

の

で

あ

り

う

る

。
」
（
Ａ

．　１
０
３
）
と

述

べ
、

ま

た

「

構

想

力

は

心

霊

の

欠

く

べ

か

ら

ざ

る

、

し

か

し

盲

目

的

な

作

用

で

あ

る

」
（

Ｂ

．　１
０
３
）

と

も

述

べ

ら

れ

る

。

「

図

式

論

」

の

章

で

は

、

我

々

に

対

象

が

与

え

ら

れ

る

た

め

に

は

、

時

間

の

形

式

に

従

わ

ね

ば

な

ら

ず

、

先

天

的

な

純

粋

概

念

は

、

範

疇

に

お

け

る

悟

性

機

能

以

外

に

、

な

お

感

性

の

形

式

的

制

約

に

従

わ

ね

ば

な

ら

な

い

、

と

演

繹

論

の

ま

と

め

が

述

べ

ら

れ

た

後

、

範

疇

が

対

象

に

適

用

さ

れ

る

普

遍

的

制

約

が
こ
の
感
性
的
制
約
で
あ
り
、
こ
れ
が
悟
性
概
念
の
「
図
式
」
S
c
h
e
m
a
と

呼

ば

れ

る

も

の

で

、

諸

図

式

に

よ

る

悟

性

の

手

続

き

を

「

純

粋

悟

性

の

図

式

機

能

Ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｓ
m
ｕ
ｓ
」
（
Ａ

．　１
４
０（
　
Ｂ

．　１
７
９
）

と

名

づ

け

て

い

る

。

こ

れ

ら

は

、

構
想
力
の
「
先
験
的
所
産
」
で
あ
り
、
「
先
験
的
時
間
規
定
」
（
Ａ
．
　
１
３
９
,
　
Ｂ
．

１
７
８
）
で

あ

る

。

カ

ン

ト

は

、

こ

う

し

た

図

式

機

能

は

、

我

々

の

心

の

奥

底

に

お
け
る
隠
さ
れ
た
技
術
で
あ
り
、
「
こ
の
術
の
真
の
こ
つ
」
を
我
々
が
明
瞭

に

知

る

の

は

稀

れ

、

と

述

べ

て

い

る

。

五

「

こ

の

常

住

不

易

の

自

我

ｄ
ａ
ｓ

　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ

ｄ
ｅ

　ｕ

ｎ

ｄ

　
ｂ
ｌｅ

ｉ
ｂ

ｅ
ｎ

ｄ
ｅ

　
Ｉ

ｃ
ｈ

が

我

々



の

あ

ら

ゆ

る
表

象

の

相

関

者

を

構

成

す

る

。
」（
Ａ

．
　１
２
３
）
と

カ

ン
ト

は
述

べ
て

い
る
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
こ
の
自
我
は
自
我
の
不
変
化
に
つ
い
て
の
存

在

的

陳

述

で

は

な

く

、

自

我

そ

の

も

の

が

予

め

恒

常

性

と

持

続

一

般

と

を

保

持

す

る

限

り

、

そ

の
内

部

で

対

立

的

な

も

の

が

経

験

さ

れ

る
自

己

性

の

地

平

を
形
成
す
る
、
と
い
う
意
味
で
の
先
験
的
規
定
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
時

間

は

「
純

粋

自

己

触

発

」
（
ｖ
ｇ
ｌ

．　Ｂ
．　６
７
　ｆ

．
）
と

し

て

、

自

己

関

係

の

本

質

を

形

成

す

る

。

時

間

が
必

然

的

に

表

象

の

概

念

を

触

発

す

る

。

こ

れ

は

「
対

立

化

が
純
粋
に
触
発
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の
「
純
粋
な
対
立
化
」
"
d
e
m
　
ｒ
ｅ
-

i
n
e
n
 
G
e
g
e
n
s
t
e
h
e
n
l
a
s
s
e
n
 
v
o
n
…
…
"
と
は
純
粋
統
覚
で
あ
り
、
自
我
そ

の

も

の

で

あ

る

。

純
粋

自

己

触
発

と
し

て

の
時

間

は

自

己

性

の
可

能

性

の
根

拠
と
し
て
、
純
粋
統
覚
の
中
に
す
で
に
存
在
す
る
。
こ
の
時
間
が
根
源
的
隊

間
で
あ
り
、
超
越

の
地
平

を
形
成
す
る
も

の
は
純
粋
図
式

、
超

越
の
地
平

の

純
粋
な
対

立
化

が
純
粋
統
覚
で
あ
る
。
自
己

の
こ

の
意

識
は
自
己

の
存
在

か

ら

解

明

さ

れ
得

、

遂

に
自

己

の
意

識

か
ら

は
解

明

さ

れ

得

な

い

、

と
（

イ

デ

ツ

ガ

ー

は
述

べ

て

い

る
。

妄

分

別

さ
れ

た
我

法

は
実

有

で

は
な

い

。

第

六

・
七

識

が

虚
妄

分
別

に
よ

り

遍

く

計

度

し

て

、
実

我

実

法

と
固

執

す

る

の

が
遍

計

所

執

性

ｐ
ａ
ｒ
ｉｋ
ａ
ｌｐ
ｉｔａ
-

ｓｖ
ａ
ｂ
ｈ
ａ
ｖ
ａ

で

あ

る

。
因

縁

に

よ
り

生

起

す

る

識

で

あ

り

、

こ

れ

の
妄

分

別

は

依

他

起

性

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔａ
ｎ
ｔｒ
ａ
-ｓ
ｖ
ａ
ｂ
ｈ
ａ
ｓ
ａ

で

あ

り

、

こ

れ

か
ら
Ｊ
ｙ

遍

計

所

執

を

遠

離

す

れ

ば

、

円

成

実

性

ｐ
ａ
ｒ
ｉｎ
ｉｓ
ｐ
ａ
ｎ
ｎ
ａ
-ｓ
ｖ
ａ
ｂ
ｈ
ａ
ｓ
ａ

と
成

る
。

諸

法

の

勝
義
・
真
如
・
如
是
炉
・
唯
識
性
は
円
成
実
性
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
無
自
性

の
自

覚
が
唯
識
観
で
あ
る
。「
こ

れ
は
無

心
な
り

無
得
な
り
」
「
所
依
の
転
な

り

。
」
（
第
二
十
九
頌
）
識

が
唯

識

ｖ
ｉｊｒ
ｉａ
ｐ
ｔ
ｉｍ
ａ
ｔｒ
ａ

た

る

心
法

性

に
住

す

れ

ば

、

ア

ー

ラ

ヤ
識

中

の

二

種

の

麁
重

を

断

じ

て

止

滅

す

る

。

所

得

の
境

が
無

く

な

る

と
能

取

の
識

も

無

と

な

る

。
「
転

依

」
ａ
ｓ
ｒ
ａ
ｙ
ａ
-ｐ
ａ
ｉｒ
ａ
ｖ
ｒ
ｔｔａ
ｈ

で
あ

る
。

本

識

中

の

遍

計
所

執

性

が
転

じ

て

、

円

成

実

性

の
み

と

な
り

、
八

識

転

じ

て

四

智

を

得

る

。
第

六

識

が
二

執

を

空

じ

、

煩

悩

所

知

の

二

障

を

伏

し
て

見

道

に

入

る

と
、

無

漏

智

が
起

り

分

別

起

の

二

障

を

断

ず

る

と

、
妙

観

察

智

が

起
り

、

こ

の

智

が
第

七

識

を

制

し

て

も

は

や

二

執

が

起

ら

な
く

な
り

、

平

等

性

智

が

生

じ

る
。

そ

し

て

有

漏

の

異

熟

識

が

転

捨

さ

れ

て
第

八

識

に
大

円

鏡

智

が
生

じ

、

前

五

識

も

成

所

作

智

と

な

る

。

か
く

て
、

前

六

識

の
根

底

の
主

体

的
能

作
性
と
し
て
の
第
七
・
八
識
の
相
即
相
関
的
な
根
源
的
自
我
意
識
の
超
越
構

造

が
明

瞭

と

な

る

。

こ

れ

ら

の

識

の

転

変

に

よ
り

認
識

活

動

が
生

起

す

る
。

そ

し

て
、

自

己

の

意

識

は

自

己

の

存

在

か

ら
解

明

さ
れ

る

の
で

あ

る
。

ア

ー

ラ

ヤ
識

は
未

那

識

と

倶

に

二

取

の

習

気

に

よ
り

認

識

対

象

を
自

ら

作

り

、

そ

れ

ら

を
所

縁

と
し

て

か

え

っ
て

自

己

の

中

に
不

二

の
智

を
見

る
。
「
時

間

は

流

れ
去

ら

な

い

、
」

「

そ

れ

自

身

不

変
不

易

の

時
間

、
」
と

カ

ン
ト

は
云

う

。

こ

の

自
我

が
、
あ

ら

ゆ

る
表

象

の

相

関

者

を
形

成

し
、

純

粋

自

己

触

発

を

し

な

が

ら
、

時

間

の

う

ち

に
あ

っ

て

時

間

を
越

え

て
働

い

て

い

る

。

自

然

を

産

出

し

な

が
ら

、

こ

れ

を

自

己

の

自

覚

の
内

容

と
し

て

、

自

己

性

を

自

覚

す

る
我

、
こ

れ

が
カ

ン
ト

の

先

験

的

統

覚

で
あ

っ

た
。

（
１
）
　
『
唯
識
三
十
頌
』
及
び
「
安
慧
造
唯
識
三
十
頌
釈
」
の
訳
文
は
、
す
べ
て
野

沢
静
澄
「
唯
識
三
十
頌
の
原
典
解
釈
」
（
山
口
・
野
沢
『
世
親
唯
識
の
原
典
解



明

』

）

に

よ

る

。

本

引

用

は

一

五

七

一

一

六

〇

頁

。

（

２

）

前

掲

書

一

五

八

一

一

七

〇

頁

。

（

３

）

Ｉ

．
Ｋ

ａ

ｎ

ｔ
，

　
Ｋ

ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｋ

　
ｄ
ｅ

ｒ

　
ｒ
ｅ

ｉ
ｎ

ｅ
ｎ

　
Ｖ

ｅ

ｒ
ｎ

ｕ

ｎ

ｆ
ｔ

，
　
Ａ

．
３
４
８
-

３

５
０

．

（

４

）

・

「

自

己

認

識

」

に

つ

い

て

は

、

こ

の

書

で

し

ぱ

七

ぱ

述

べ

ら

れ

て

い

る

、

カ

’

ン

ト

は

。「

人

間

は

…

…

自

己

自

身

を

単

な

る

統

覚

に

よ

っ

て

認

識

す

る

。
」（

Ｂ

。

５

７
４

　ｆ
）

と

も

「

私

は

た

だ

結

合

能

力

を

自

覚

し

て

い

る

英

知

者

と

し

て

実

存

在

す
る
。
」
（
B
1
5
6
）
と
も
い
う
。
ｖ
ｇ
ｌ
．
　
Ｂ
.
　
１
３
４
,
　
Ａ
ｎ
ｍ
．
　
Ｂ
．
　
１
３
５
，
　
Ｂ

．
１
５

７
ｆ

．
　Ａ

．

４

０
１

ｆ
．
　
°

（

５

）
　

勝

又

俊

教

『

仏

教

に

お

け

る

心

識

説

の

研

究

』

五

八

〇

－

五

八

二

頁

。

（

６

）
　

「

唯

識

三

十

頌

の

原

典

解

釈

」

一

九

七

頁

。

（

７

）
　

深

浦

正

文

『

唯

識

学

研

究

』

下

巻

、

二

四

六

－

二

五

六

頁

。

（

８

）
　

「

仏

教

に

お

け

る

心

識

説

の

研

究

」

五

八

三

頁

。

（

９

）
　

「

唯

識

三

十

頌

の

原

典

解

釈

」

二

二

七

頁

。

（

1 0

）
　

『

成

唯

識

論

』

巻

三

（

大

正

三

一

、

七

下

）

（
1
1

）
　

Ｉ

．
　
Ｋ

ａ

ｎ

ｔ
，

　
Ｋ

．
ｄ

．
ｒ

．
Ｖ

．
，

　
Ａ

．
　９

７

．

（

1 2

）

Ｍ

ａ
ｒ

ｔ
ｉｎ

　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｄ
ｅ

ｇ

ｇ
ｅ

ｒ

，
　
Ｋ

ａ

ｎ

ｔ
　
ｕ

ｎ

ｄ

　
ｄ
ａ

ｓ

　
Ｐ

ｒ

ｏ

ｂ

ｌ
ｅ

ｍ

　
ｄ

ｅ
ｒ

　
Ｍ

ｅ

ｔ
ａ

ｐ

ｈ
ｙ

ｓ

ｉ
ｋ

，

Ｓ

．
６

８

．
　

ｖ

ｇ

ｌ
．

　１
７

８

　ｆ

．

（

1 3

）
　

ｉ
ｂ

ｉ
ｄ

．
　
Ｓ

．
　１

７
９

．

（

1 4

）
　

ｉ
ｂ

ｉ
ｄ

．
　
Ｓ

．
　１

１

１
．

（

1 5

）

　

Ｋ

ａ
ｎ

ｔ
，

　
Ｋ

．
ｄ

．ｒ

．
　Ｖ

．
，

Ａ

．
１
１
８

．
　
ｖ

ｇ

ｌ
，

　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｄ
ｅ

ｇ

ｇ

ｅ
ｒ

，
　
ｉｂ

ｉ
ｄ

． 　

Ｓ

．
　
７
７

　ｆ
．

（

1 6

）

　

Ｈ

ｅ

ｉ
ｄ
ｅ

ｇ

ｇ

ｅ
ｒ

，
　
ｉ
ｂ

ｉ
ｄ

．
　
Ｓ

．
　
７

７

．

（

1 7

）
　

『

唯

識

学

研

究

』

下

巻

。

二

七

六

－

二

七

九

頁

。

（

1 8
）
　
前
掲
書
五
二
〇
―
五
二
六
頁
。

（

1 9
）
　
前
掲
書
二
九
三
―
二
九
四
頁
。

（

2 0

）
　

『

仏

教

に

お

け

る

心

識

説

の

研

究

』

五

七

四

頁

。

保

坂

玉

泉

『

唯

識

根

本

教

理
』
六
〇
―
六
一
頁
。

（
2
1

）
　

我

法

二

空

観

に

よ

っ

て

真

理

の

妙

理

に

達

す

る

の

は

円

成

実

性

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

真

空

妙

有

で

あ

り

。

非

空

非

不

空

で

あ

る

。

『

唯

識

学

研

究

』

下

・
巻

、

五
四
六

、
五
五
一
、
五
五
八
頁
。

（
2
2）
　
『
仏

教
に
お
け
る
心
識

説
の
研
究
』
二
二
二
頁
。

（
2
3）

Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
，　
Ｋ
．ｄ
．ｒ
．　Ｖ

．，
　Ａ
．　１
４
１

．　Ｂ
－
１
８
１

．

（
2
4）
　
Ｈ
ｅ
ｉｄｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ

，　
ｉｂ
ｉｄ

．　
Ｓ
’
１
７
５

．

（
2
5）
　
ｉｂ
ｉｄ

．　
Ｓ

．　
１
７
２

．

（
2
6）
　
ｉｂ
ｉｄ

．　
Ｓ

．　
１
８
０

．

（
2
7）
　
ｉｂ
ｉｄ

．　
Ｓ

．　
１
３
８
．

（
2
8
）
　
「
唯
識
三
十
頌
の
原
典
解
釈
」
三
五
八
―
三
六
五
頁
参
照
。

（
2
9）
　
「

仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
」
二
六
六
頁

。

（
3
0
）
　
前
掲
書
二
八
一
―
二
九
二
頁
参
照
。

（
3
1）
　
「

唯
識
学
研
究
」
下

巻
、
七
二
六
頁

。

（
3
2）
　
カ
ン
ト
と
論
識
論
と
の
意
識
構
造
を
対
応
さ
せ
る
と
、
次
の
図
の
様
に
な
る
。

（
な

か
は
し
・
け

ん
じ
、
哲
学
、
倉

敷
市

立
短
期
大
学
教
授
）
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